
Information

8令和２年８月号　　　　　　　　

■�

受
講
対
象
者
＝
お
お
む
ね
55
歳
以
上

で
、
介
護
や
介
護
の
仕
事
に
興
味
・
関

心
が
あ
り
、
介
護
の
職
場
に
つ
い
て
知

り
た
い
と
思
わ
れ
る
方

■�

受
講
料
＝
無
料

■�

募
集
人
数
＝
50
人
（
先
着
順
）

■�

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
＝
介
護
事
業
所
に
お
い

て
シ
ニ
ア
の
方
々
が
期
待
さ
れ
活
躍
で

き
る
仕
事
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う

内
容
と
し
ま
す
。

■�

開
催
場
所
＝
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
他
県
内
３
カ
所
）

■
日
程
＝
令
和
３
年
2
月
11
日（
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

※�

同
日
午
後
、
同
会
場
に
て
就
職
面
談
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
申
込
締
切
＝
令
和
３
年
1
月
21
日（
木
）

■
申
込
方
法
＝
川
辺
庁
舎
介
護
保
険
係
ま

た
は
頴
娃
・
知
覧
支
所
福
祉
係
の
窓
口
に

あ
る
受
講
申
込
書
を
記
入
の
上
、
申
込

締
切
日
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
鹿

児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
・

研
修
セ
ン
タ
ー
宛
て
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※�

詳
細
は
、
鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
申
・
問
］
社
会
福
祉
法
人
鹿
児
島
県
社
会

福
祉
協
議
会 

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
9
9-

２
５
８-

７
８
８
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
0
9
9-

２
５
０-

９
３
６
３

介
護
職
場
シ
ニ
ア
就
職
応
援

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

　

頴
娃
農
業
開
発
研

修
セ
ン
タ
ー
で
は
、

市
民
の
方
を
対
象
に

野
菜
の
栽
培
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
秋
冬
野
菜

な
ど
の
植
え
付
け
時

期
、
栽
培
方
法
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。（
マ
ス
ク
持
参
）

■
対
象
野
菜
＝
マ
メ
類
ほ
か
秋
冬
野
菜

■
日
時
＝
9
月
10
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

［
問
］
頴�

農
政
課�

総
合
研
修
係

　
（
頴
娃
農
業
開
発
研
修
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
0
9
9
３-

38-

2
8
8
1

　　

川
辺
高
等
学
校
創
立
1
2
0
周
年
記
念

式
典
等
は
、
令
和
2
年
11
月
21
日（
土
）

に
開
催
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の
た
め
、

令
和
３
年
11
月
20
日（
土
）
に
延
期
致
し

ま
す
。

［
問
］
川
辺
高
等
学
校

　

☎
0
9
9
３-

56-

1
1
５
1

催
　
し

秋
季
家
庭
菜
園
講
習
会
開
催

川
辺
高
等
学
校
創
立
１
２
０
周

年
記
念
式
典
等
の
延
期

　　

令
和
2
年
9
月
６
日（
日
）
開
催
予
定

の
「
南
九
州
市
総
合
防
災
訓
練
」
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

［
担
当
］
知�

防
災
安
全
課
交
通
防
災
係

　

こ
れ
か
ら
、創
業
・
起
業
す
る
に
あ
た
っ

て
不
安
を
抱
え
る
方
の
た
め
の
創
業
塾
を

開
催
し
ま
す
。

■�

対
象
＝
南
九
州
市
で
創
業
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
（
市
内
在
住
で
市
外
で
創
業

予
定
の
方
、創
業
後
間
も
な
い
方
も
可
）

■
定
員
＝
30
人

■
日
時
＝
9
月
13
日
、
20
日
、
27
日

　
　
　
　

10
月
４
日
、
11
日

　
　
　
　

午
後
1
時
～
午
後
４
時　

■
場
所
＝
南
九
州
市
商
工
会
知
覧
支
所

■�

申
し
込
み
＝
申
込
書
を
商
工
会
本
所
・

支
所
ま
で
持
参
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
商

工
会
、
市
役
所
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

■
受
講
料
＝
無
料

※�

詳
細
は
、
お
近
く
の
商
工
会
ま
で
連
絡

南
九
州
市
総
合
防
災
訓
練
の
中
止

募
　
集

「
南
九
州
市
日
曜
創
業
塾
」

	

参
加
者
募
集

く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
知�

商
工
観
光
課�

商
工
水
産
係

　

年
齢
に
関
わ
り
な
く
働
き
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
生
涯
現
役
を
目
的
に
剪
定
・
整

枝
技
能
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

■
主
催
＝
公
益
社
団
法
人　

鹿
児
島
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

■
受
講
対
象
者
＝

・
60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
規
会
員
と
し
て
就
業
を
目
指
す
方

・
シ
ル
バ
ー
会
員
で
あ
る
が
、
新
た
な
分

野
で
就
業
を
希
望
し
て
い
る
方

■
開
催
日
＝
9
月
28
日（
月
）
～
9
月
30

日（
水
）
の
３
日
間

■
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で

■
募
集
人
員
＝
10
人

■
参
加
費
＝
無
料

■
講
習
会
場
＝
南
九
州
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
川
辺
町
平
山
7
３
５
４
）

■�

講
習
内
容
＝

・
安
全
管
理
、
衛
生
管
理
に
関
す
る
知
識

・
剪
定
使
用
機
械
工
具
の
使
い
方

・
剪
定
、
整
枝
作
業
（
垣
根
・
庭
園
樹
）

な
ど

■
募
集
締
切
＝
9
月
17
日（
木
）
迄

■
講
習
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝

［
問
］南
九
州
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
9
9
３-
56-
６
３
４
１

「
剪
定
・
整
枝
技
術
講
習
」

	

参
加
者
募
集

セ
ン
タ
ー
わ
く
わ
く
川
辺

［
担
当
］
知�
総
務
課�

行
政
改
革
推
進
係

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
義
援
金
の
受
け

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
義
援
金
名
称
＝
「
令
和
2
年
7
月
豪
雨

災
害
義
援
金
」

■
受
付
期
間
＝
12
月
28
日（
月
）
ま
で

■
義
援
金
受
付
口
座
＝

・
銀
行
振
込
口
座

　

銀
行
名
：
鹿
児
島
銀
行
鴨
池
支
店

　

口
座
番
号
：
普
通
預
金
６
６
４
1
５
５

　

名
義
：
日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部

・
郵
便
振
替
口
座

　

口
座
番
号
：

　

0
0
1
1
0-

８-

５
8
8
1
8
9

　

�

加
入
者
名
：
日
赤
令
和
2
年
7
月
豪
雨

災
害
義
援
金

※�

両
口
座
と
も
、振
込
手
数
料
は
免
除（
鹿

児
島
銀
行
窓
口
・
郵
便
局
窓
口
で
の
取

り
扱
い
に
限
る
）

・
振
込
み
通
知
書
に
「
令
和
2
年
7
月
豪

雨
災
害
義
援
金
」
と
明
記
の
こ
と
。

［
問
］
日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部　

組
織
振
興
課

　

☎
0
9
9-

２
５
２-

０
６
０
０

お
知
ら
せ

「
保
険
証
と
認
定
証
の
更
新
」

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
の
受
け
付
け
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成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
手
伝
っ
て
く

れ
る
新
成
人
の
仲
間
を
募
集
し
ま
す
。

　

一
生
に
一
度
の
成
人
式
を
一
緒
に
創
り

あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

第
1
回
実
行
委
員
会
を
9
月
に
行
う
予

定
で
す
。

【
令
和
３
年
南
九
州
市
成
人
式
】

■
日
時
＝
令
和
３
年
1
月
３
日（
日
）

　

午
後
か
ら

※�

詳
し
い
時
間
に
つ
い
て
は
案
内
ハ
ガ
キ

に
記
載
し
ま
す
。

■
会
場
＝
知
覧
文
化
会
館

■�

対
象
＝
平
成
12
年
４
月
2
日
～
平
成
13

年
４
月
1
日
生
ま
れ
の
方

※�

対
象
者
に
は
案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま

す
。（
10
月
発
送
予
定
）

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

に
よ
り
、
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［
問
］
川�

社
会
教
育
課�

社
会
教
育
係

　

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
入
校
生
を

募
集
し
ま
す
。

■
訓
練
期
間
＝
令
和
3
年
４
月
～
1
年
間

■�

訓
練
科
＝
情
報
電
子
科
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
科
、
建
築
設
計
科
、
義
肢

令
和
３
年
南
九
州
市
成
人
式

実
行
委
員
を
募
集
！！

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
入
校
生
募
集

福
祉
用
具
科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
、
ア
パ
レ

ル
科
、
造
形
実
務
科

■
募
集
期
間
＝

Ａ�

日
程
：
令
和
2
年
8
月
３
日（
月
）
～

9
月
17
日（
木
）

Ｂ�

日
程
：
令
和
2
年
10
月
23
日（
金
）
～

11
月
26
日（
木
）

Ｃ�

日
程
：
令
和
３
年
1
月
４
日（
月
）
～

2
月
10
日（
水
）

■
入
校
料
、
授
業
料
＝
無
料

　

通
校
困
難
な
方
の
た
め
に
寮
を
併
設
し

て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん

を
受
け
ら
れ
た
方
は
、雇
用
保
険
の
延
長
、

訓
練
手
当
・
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支

給
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
ま
た
は
、
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
0
9
9
６-

44-
2
2
0
６

　

南
九
州
市
頴
娃
町
・
知
覧
町
・
川
辺
町

内
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
の
素
晴
ら
し
さ

を
感
じ
と
り
、
自
然
や
人
び
と
の
生
活
す

る
様
子
を
絵
に
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
の
再
発
見
を
す
る
と
と
も
に
、
本
市

の
芸
術
文
化
の
振
興
と
市
内
外
の
人
び
と

と
の
交
流
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
内
外
か
ら
幅
広
く
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

第
15
回
記
念
南
九
州
市
み
ど
り

の
美
術
展　
作
品
募
集
！

■�

内
容
＝
絵
画
部
門
（
一
般
の
部
・
委
嘱

作
家
の
部
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
）、
絵
て

が
み
の
部

■
応
募
方
法
＝

・�

絵
画
部
門
（
一
般
・
委
嘱
作
家
の
部
）：

10
月
31
日
・
11
月
1
日
の
午
前
9
時
～

午
後
５
時
ま
で
に
頴
娃
武
道
館
へ
提

出
。

・�

絵
画
部
門
（
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
）：
10
月

1
日
～
22
日
ま
で
に
頴
・
知
・
川�

文
化
会
館
へ
各
学
校
単
位
で
提
出
。

・�

絵
て
が
み：10
月
1
日
～
11
月
1
日
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
頴
娃
文
化
会
館
絵
て

が
み
係
に
送
付
ま
た
は
持
ち
込
み
。

■�

絵
て
が
み
送
付
先
＝
南
九
州
市
頴
娃
町

牧
之
内
2
６
0
６（
頴
娃
文
化
会
館
内
）

南
九
州
市
み
ど
り
の
美
術
展
絵
て
が
み

募
集
係

［
問
］
南
九
州
市
み
ど
り
の
美
術
展
実
行

委
員
会
事
務
局

　

☎
0
9
9
３-

38-

2
６
2
５

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
指
定
管
理
者
と
な

る
事
業
者
や
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
応
募

に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
対
象
施
設
＝
知
覧
テ
ニ
ス
の
森
公
園
、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
森
の
か
わ
な
べ
、
岩

屋
公
園
、
図
書
館
、
お
茶
街
道
ゆ
と
り

館
、
知
覧
温
泉
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い

指
定
管
理
者
を
募
集

セ
ン
タ
ー
わ
く
わ
く
川
辺

［
担
当
］
知�

総
務
課�

行
政
改
革
推
進
係

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
義
援
金
の
受
け

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
義
援
金
名
称
＝
「
令
和
2
年
7
月
豪
雨

災
害
義
援
金
」

■
受
付
期
間
＝
12
月
28
日（
月
）
ま
で

■
義
援
金
受
付
口
座
＝

・
銀
行
振
込
口
座

　

銀
行
名
：
鹿
児
島
銀
行
鴨
池
支
店

　

口
座
番
号
：
普
通
預
金
６
６
４
1
５
５

　

名
義
：
日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部

・
郵
便
振
替
口
座

　

口
座
番
号
：

　

0
0
1
1
0-

８-

５
8
8
1
8
9

　

�

加
入
者
名
：
日
赤
令
和
2
年
7
月
豪
雨

災
害
義
援
金

※�

両
口
座
と
も
、振
込
手
数
料
は
免
除（
鹿

児
島
銀
行
窓
口
・
郵
便
局
窓
口
で
の
取

り
扱
い
に
限
る
）

・
振
込
み
通
知
書
に
「
令
和
2
年
7
月
豪

雨
災
害
義
援
金
」
と
明
記
の
こ
と
。

［
問
］
日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部　

組
織
振
興
課

　

☎
0
9
9-

２
５
２-

０
６
０
０

お
知
ら
せ

「
保
険
証
と
認
定
証
の
更
新
」

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
の
受
け
付
け
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た
は
後
期
の
給
付
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

※�

勤
務
中
や
通
勤
途
中
で
の
傷
病
は
、
職

場
の
労
災
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
の

で
、
職
場
の
担
当
者
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

［
担
当
］
川�

健
康
増
進
課�

保
険
係

　

 　
　

知�

・�

頴�

支
所�

市
民
生
活
係

　

通
行
の
安
全
確
保
お
よ
び
雑
草
の
繁
茂

抑
止
を
目
的
と
し
て
、
一
部
の
市
道
（
知

覧
町
内
は
国
道
・
県
道
を
含
む
）
の
除
草

剤
散
布
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

安
全
に
は
十
分
注
意
し
て
作
業
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

■�

散
布
範
囲
＝
道
路
の
路
肩
か
ら
50
㎝
程

度
■
使
用
薬
剤
＝
サ
ン
フ
ー
ロ
ン

　

�（
非
選
択
性�

茎
葉
処
理
移
行
型�

グ
リ

ホ
サ
ー
ト
液
剤�

農
林
水
産
省
登
録�

第

1
8
8
1
４
号
）

■
薬
剤
の
安
全
性
に
つ
い
て
＝

・�

人
や
動
物
に
対
し
て
は
毒
性
を
あ
ら
わ

さ
な
い
安
全
な
除
草
剤
で
す
。

・�
土
に
落
ち
た
後
は
、
土
の
粒
子
に
吸
着

し
、効
果
が
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、

土
中
の
微
生
物
の
エ
サ
と
な
り
、
水
・

炭
酸
ガ
ス
な
ど
に
分
解
さ
れ
る
た
め
、

土
壌
も
地
下
水
も
汚
染
し
ま
せ
ん
。

［
担
当
］
知�

建
設
課�
維
持
係

道
路
の
除
草
剤
散
布
の
実
施

　　

新
し
い
農
業
委
員
19
人
が
7
月
20
日
に

就
任
し
、
7
月
31
日
に
は
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
21
人
の
委
嘱
式
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
、
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
担
い
手

へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進

な
ど
、「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
後
日
発
行
の
「
農
業
委
員

会
だ
よ
り
」に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

農
地
な
ど
の
相
談
は
、
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

［
問
］
頴�

農
業
委
員
会
事
務
局�

農
政
係

　

鹿
児
島
県
は
、
防

災
上
重
要
な
農
業
用

た
め
池
を
『
特
定
農

業
用
た
め
池
』
に
指

定
し
ま
し
た
。

　

指
定
さ
れ
た
た
め

池
は
、
下
里
池
（
川

辺
町
神
殿
）
で
す
。

［
問
］
頴�

耕
地
林
務
課　

管
理
係

　
　

 

知
・
川�

支
所�

農
林
係

農
地
利
用
の
最
適
化
を
目
指
し
て

～
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
～

『
特
定
農
業
用
た
め
池
』
の
指
定

　

発
達
障
害
の
あ
る
人
び
と
が
、
地
域
社

会
の
中
で
皆
さ
ん
と
共
に
生
き
る
共
生
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、
9
月
を
福
祉
月
間

と
定
め
て
、
毎
年
全
国
的
な
広
報
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
が
あ
っ
て
も
、一
人
ひ
と
り
が「
自

分
ら
し
く
」
生
き
て
い
く
た
め
に
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
障
害
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

［
担
当
］�

川�

福
祉
課�

障
害
福
祉
係

　
「
認
知
症
の
正
し
い
理
解
の
更
な
る
普

及
啓
発
や
認
知
症
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い

地
域
づ
く
り
」
を
目
的
に
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
南
九
州
市
で
は
、
知
覧
図
書
館
・

頴
娃
図
書
館
・
川
辺
図
書
室
に
認
知
症
に

関
す
る
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
、
認
知
症
高
齢
者
な
ど
に
や
さ
し
い

地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

［
担
当
］
川�

長
寿
介
護
課�

地
域
包
括
ケ

ア
係 ９

月
は
発
達
障
害
福
祉
月
間

９
月
20
日
～
2６
日
は

「
認
知
症
を
理
解
し

一
緒
に
歩
む
県
民
週
間
」

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ

て
ケ
ガ
を
し
た
場
合
で
も
、
国
保
（
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
）ま
た
は
後
期（
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
）
で
医
療
機

関
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
次

の
よ
う
な
場
合
に
は
必
ず
担
当
係
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
の
よ
う
な
場
合

・�

交
通
事
故
（
自
損
事
故
含
む
）
に

よ
る
傷
病

・�
他
人
の
飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
な
ど

に
咬
ま
れ
た
傷
病

・�

不
当
な
暴
力
や
傷
害
行
為
に
よ
る

傷
病

・�

そ
の
他
第
三
者
の
故
意
や
過
失
に

よ
る
傷
病

　

医
療
費
は
原
則
と
し
て
加
害
者
が
負
担

す
べ
き
も
の
で
す
の
で
、
保
険
者
（
国
保

は
南
九
州
市
、
後
期
は
鹿
児
島
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
）
が
立
て
替
え
、
あ

と
で
保
険
者
が
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。

※�

届
け
出
の
前
に
示
談
が
成
立
し
て
し
ま

う
と
、
保
険
証
を
使
っ
て
の
治
療
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
な
ど
悪
質
な

法
令
違
反
、
故
意
の
犯
罪
行
為
、
け
ん

か
や
泥
酔
に
よ
る
け
が
な
ど
は
国
保
ま

国
保
・
後
期
の
方
は
交
通
事
故

な
ど
に
遭
っ
た
ら
届
け
出
を
！
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南
九
州
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新
し

ま
し
た
。
更
新
内
容
は
浸
水
危
険
予
想
区

域
に
な
り
ま
す
。
出
水
期
に
入
り
、
台
風

や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
水
害
に
よ
る
被
害
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
周
辺
が
浸
水
危
険
予
想
区

域
内
に
あ
る
か
、
最
寄
り
の
避
難
所
は
ど

こ
に
あ
る
か
な
ど
の
確
認
に
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

掲
載
場
所
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ホ
ー

ム
内
の「
困
っ
た
と
き
の
た
め
に
」→「
救

急
・
防
災
」
→
「
南
九
州
市
防
災
マ
ッ
プ
」

で
す
。
番
号
が
載
っ
た
索
引
図
が
表
示
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
に
近
い
番
号
を

確
認
し
、
同
じ
番
号
の
添
付
書
類
を
選
択

し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
知�

防
災
安
全
課�

交
通
防
災
係

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
伴
う
外
出
自
粛
要
請
な
ど
の
影
響

に
よ
り
、
従
来
、
店
内
で
の
食
事
の
提
供

の
み
行
っ
て
い
た
飲
食
店
が
、
新
た
に
テ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
版
防
災

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新

飲
食
店
を
営
む
事
業
者
で

新
た
に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
の

販
売
を
開
始
し
た
方
へ

～
消
費
税
の
申
告
が
必
要
な
方
は　

　
　
　
「
区
分
経
理
」
が
必
要
で
す
～

イ
ク
ア
ウ
ト
（
持
ち
帰
り
）
で
の
販
売
を

開
始
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
合
の
消
費
税
に
つ
い
て
、
店
内

で
の
食
事
の
提
供
は
軽
減
税
率
の
対
象
外

（
税
率
は
10
％
）
と
な
る
一
方
で
、
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
で
の
販
売
は
軽
減
税
率
の
対
象

（
税
率
は
8
％
）
と
な
り
、
売
り
上
げ
に

対
す
る
消
費
税
率
が
複
数
に
分
か
れ
る
た

め
、
事
業
者
の
方
は
、
取
引
ご
と
に
適
用

税
率
を
判
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
消
費
税
の
申
告
が
必
要
な

課
税
事
業
者
の
方
は
、
消
費
税
の
確
定
申

告
時
に
、
税
率
ご
と
に
消
費
税
額
を
計
算

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
日
々
の
売

り
上
げ
を
税
率
ご
と
に
把
握
し
、
区
分
し

て
帳
簿
に
記
載
（
区
分
経
理
）
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

区
分
経
理
・
記
帳
、
申
告
書
の
作
成
方

法
な
ど
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.nta.

go.jp

）
内
の
特
設
サ
イ
ト
「
消
費
税
の

軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
は
、
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
（
電
話　

0
1
2
0-

2
0
５-

５
５

３
）、
ま
た
は
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

知
覧
税
務
署
（
☎
0
9
9
３-

83-

2
４

1
1
）
※
自
動
音
声
案
内

対象者

●�令和２年２月から５月の間、いずれかの月の売り上げが前年同月比で２割以上減少し
た中小企業者（例えば、商店・個人事業主・企業など）
●�令和２年２月から５月の間、いずれかの月の売り上げが前年同月比で２割以上減少し
た漁協正組合員の個人経営漁業者　など
◎助成金受領後も経営を継続する意欲があること
◎�市税の滞納が無いこと（ただし、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、納付が
猶予されているものなどの緩和要件があります。）　など
◎�市の飲食店等緊急経営支援助成金、園芸畜産農家等経営緊急支援助成金、茶業緊急経
営支援助成金の受給者は該当しません。

助成金の額 １事業者 10万円（１回限り）

助成金の使途 人件費、家賃、光熱水費、仕入れ費用、その他企業活動の維持または継続に要する費用

申請方法 ●�感染拡大防止に努めるため、原則郵送で受け付けます。

申請書類
市ホームページから用紙をダウンロードしてください。
市役所の下記の場所にも常備しております。
商工観光課（知覧庁舎）、地域振興係（頴娃支所・川辺支所）

申請期限 令和２年９月 30日（水）当日消印有効

商工観光水産業者への助成金申請のお忘れはありませんか？
申請方法が不明な方はお問い合わせください。

【問】知 �商工観光課　商工水産係／観光交流係（内線 2061）
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令和時代の地域コミュニティを考える
　私たちを取り巻く地域社会は日々大きく変化しています。都市への人口集
中や全国的な人口減少ばかりでなく、インターネットの普及も人と人との関
係を変えています。そこで、私たちにとって身近な自治会や公民館活動の現
状と今後の方向性について考えてみましょう！

自治会について

　自治会とは、地域で住民が協力し合い、より良い環境を整備・維持したり、災害時の見
守りや高齢者や子どもも住みよい環境を整えたりすることを行政任せではなく自分たちで
話し合って実行していく組織のことを言います。
　中でも次のような活動はほとんどの自治会が行っています。
①　地域の環境整備（地域をきれいな環境にするための花壇づくりや道路・河川の清掃）
②　ゴミステーションの管理・運営
③　防犯・防災活動（防犯灯の整備、防災体制の整備）
④　広報活動（広報紙などの配布、自治会放送など）
⑤　親睦・交流（スポーツや文化活動、子ども会活動など）

　総会で会計報告があるので詳しくはそれを見れば分かります。主な使い道は次のような
ものです。
①　皆で使う備品や集会施設などの管理費（光熱水費・修理費など）
②　さまざまな活動の取りまとめの手当て（自治会長やその他役員の手当てなど）
③　各種整備費（防犯灯、ゴミステーション、自治会内消防設備などの費用）
④　負担金（皆で支え合う各種団体への負担金）など

　災害や困りごとが起きたときに近隣の人々が助けてくれることはよくあることです。近
年は毎年、大規模な災害が全国で発生しています。災害時は行政による避難所開設が行わ
れますが、緊急時は自分自身や家族・近隣の人々が助け合うことが求められます。そのた
めには日頃からの情報交換や会話が大切になります。
　県内でも自治会の防災対策を充実させることで、災害時に死者ゼロを成し遂げた自治会
もあります。

　皆の協力で成り立っているので個々の都合に合わせられない場合があります。その時は
次のようにしましょう。
①　自治会長や班長と相談する。�（参加できる時は協力する気持ちが大事です）
②　年１回の総会の場で提案する。（皆が納得する方法を提案してみる）

自治会の役割は
何ですか？

自分は仕事をして
いるので自治会活
動に参加できない
ことが多いのです
が・・・

会費はどのように
使われているので
すか？

自治会員として
のメリットは・・・

　住民が話し合って互助活動をしているのが自治会です。次のページではその自治
会と連携しながらより良い広域的な地域づくりを行っている地区公民館について考
えていきましょう！
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地区公民館について

地区コミュニティ・プラットフォームについて

　南九州市にはおおむね小学校区ごとに 20カ所の地区公民館があります。この地区公民
館は行政組織でありながらも自治活動も行うという形態をとっており、次のような活動を
行っています。
　（活動の例であり、すべて行っているものではありません）
①　広域的な災害時の行政や消防組織との連携
②　広域で行う青少年教育活動（子ども会や高校生クラブなどと連携）の運営
③　広域で行う生涯学習活動（公民館講座や高齢者学級、各種成人学級など）の運営
④　地区内の自治会相互の情報交換や課題解決
⑤　その他関係団体との連携活動　など
　地区公民館は自治会では解決できない課題などを地区レベルで話し合い解決する組織で
もあり、次に説明するコミュニティ・プラットフォームに取り組んでいる地区公民館もあ
ります。

　これまで述べてきた自治会や公民館の活動は、それぞれ時代に応じてより良い活動を目
指して改善してきました。しかし、私たちは急激な高齢化と人口減少によりこれまでの自
治会活動や公民館活動を維持していくことが難しくなってきていることを感じながらも、
どうやっていけばよいのか解決方法を見つけられずにいます。
　そこで、地区公民館ごとにコミュニティ・プラットフォームをつくり、10年後 20年後
の地区の在り方を計画的に進めていこうと考えています。
　※計画に挙げられる例としては次のようなものがあります。
　　・地区内の自治会の再編
　　・地区内の行事の見直し（必要な行事は残す。時代に合わない行事は見直す）
　　・自治会単位でできなくなった活動を広域で行う
　　・若者が住みやすい地域づくりや子育て対策など
　　・高齢者など地域住民が安心して暮らせる方策など

　「コミュニティ」とは、日本語でいうと「寄り合い」となり人が集まって様々な活動をす
る事を指します。自治会も一つのコミュニティです、同じ趣味で集まることもコミュニティ
と言えます。「プラットフォーム」とは、基盤という意味です。
　南九州市では、各地区のペースに合わせて地区公民館を中心に自治会や関係団体と地区
の将来について話し合う「地区コミュニティ・プラットフォーム」の構築を進めています。

あなたの考えを地域づくりに活かしましょう。
� 　担当　知 �企画課まちづくり推進係

地区公民館の活動
はどのようなもの
がありますか？

地 区 コ ミ ュ ニ
ティ・プラット
フォームで何を目
指しているの？

コミュニティ・プ
ラットフォームと
は？
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季節性インフルエンザ予防接種について
　市では、季節性インフルエンザ予防接種の費用の一部助成を行います。対象者や
助成額は次のとおりです。
　予診票は、９月下旬までに対象者へ送付予定です。
　接種期間：令和２年10月１日（木）～令和２年12月31日（木）
　通常インフルエンザの流行は、１月上旬から３月上旬が中心です。予防接種の有
効性を高めるためには流行前の接種が大切ですので、期間内の接種をお願いします。
　接種期間を過ぎると、全額自己負担での接種となります。

対　象 対　象　者 接種回数 助　成　額 備　考

子ども 生後６月から小学校６年生まで
年齢基準日：令和２年10月1日 ２回 １回の接種につき1,000円

計2,000円
紛失などによる再発行
は行いません。

高齢者 65歳以上の方（注１）
年齢基準日：令和２年10月１日 １回 １回の接種につき1,000円

計1,000円

（注１）�60 歳以上 65歳未満の方で、心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限され
る程度の障害を有する方およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度
の障害を有する方も対象です。

［担当］知覧保健センター　☎ 0993-58-7221

～新型コロナウイルス感染症に関する注意～
　市内および近隣市の感染拡大状況によっては、予診票の発送時期が遅れることや、接種を中止することがあります。

　マイナンバーカードの交付や申請をサポートするため、休日開庁による臨時窓口を開設します。
平日に市役所へ行くことが難しい方は、ぜひこの機会にご利用ください。
■開設日時：   ９月 13日（日）8：30～ 12：00
　　　　　　10 月 11日（日）8：30～ 12：00
■開設場所：頴娃・知覧・川辺庁舎の市民係および市民生活係
※カードの受け取りに来られる方は交付通知のハガキを持参ください。
※マイナンバーカードに関すること以外は受け付けられません。

［問］川  市民生活課市民係、頴・知  支所市民生活係

休日開庁でマイナンバーカードの交付や申請をサポートします！

　家庭や職場、子育てや介護、DVやセクハラ、ジェ
ンダー、LGBTQのことなど悩みを抱えている方、
どんなことでもお気軽に相談ください。専門のカウ
ンセラーが相談に応じ、秘密は厳守されます。
■相談日時＝９月 19日（土）
　　　　　　午後１時～５時（１人 50分程度）
■場所＝ちらん夢郷館
■完全予約制＝毎月１回開催されます。
　予約受付時間　午前９時～午後５時
　　　　　　　　（土日・祝日を除く）
　☎ 0993-83-2511（相談室予約専用内線 2222）

[ 担当 ]�知 �企画課�まちづくり推進係

９月の悩み相談室9/14 から調査員が調査書類を
各世帯へ配布します！


